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第 1 章 口語英語の構造と機能
第 2 章 映画セリフデータベースの構築
第 3 章 口語英語の実証的研究
第 4 章 コーパスを活用した口語英語教育
第 5 章 コミュニケーション能力の育成へ向けて
論理構成は以下の通りである O 第 l 章は本研究の理論的枠組みである。話し言葉は時間と共に進行し(即時性)、
書き言葉のように前もってプランニングする猶予がな L、。また話し言葉は常に発話場面と共にあり、状況文脈への依







スト処理の方法を述べた。第 3 章、第 4 章は、それぞれ映画セリフデータベースの研究利用ならびに教育利用の実践
例を示したものである。第 3 章では映画セリフデータベースから抽出した語葉データを 1 . Brown Corpus (100万















の日常性を考えて Drama 及び Comedy を中心とし、また教育的配慮から過激な暴力や性描写を含むものはできるだ
け避けるようにした。使用した映画のジャンル/制作年別内訳は以下の通りである。
ジャンル/制作年別内訳
1970 . 1980 . 1990 . 合計
Comedy 2 13 24 40 
D~~~a I 3 9 28 40 
Action/ Adventure 。 2 8 10 
SF/Fantasy 5 4 10 
合計 7 29 I 64 100 



















映画セリフデータベースの語嚢の頻度を調べたところ、総語嚢数約102万語の内、異語数は約 3 万 2 千語で、その
内上位3千語で全体の91%を占めることが分った。同規模の書き言葉のコーパスである Brown Corpus との上位100







発話文の平均語数が約6.3語であり、 Brown Corpus (19.3語)の 3 分の l であることが分った。さらにリアルタイム
の発話産出における処理能力の制約に適応した発話構造として、定形句 Oexical phrases)、継ぎ足し方略 (add-on











Task-Based Language Teaching (TBLT) である。この教授法は Focus on Form という考え方に基づいている。
これはあくまでも意味を重視する (Focus on Meaning) コミュニカティブアプローチの一翼をなすものであり、形





























































また、 l 年にも満たない短期間のうちに、 Perl を用いてコーパス処理のプログラムを自ら完成した点についても、
高く評価できる o データの加工から補正へ至る一連のプログラム、そして、最後の、補正する場合の問題点と留意点
の指摘などは、英語研究・英語教育の分野においての利用価値が極めて高く、後進の研究者にも大いに参考になるで
あろう。
なお、本論文の当初からの意図であったとしても、口語英語を研究対象としながら音声面からの分析が少ない点が
惜しまれる。また、英語教育におけるコミュニケーション能力養成のあり方を述べた第 5 章の議論がやや唐突に導入
されているため、趣旨が分かりにくい、という指摘もあったが、本論文の価値を損なうものではな L 、。
以上、若干の課題を残すものの、総じて、「力作・労作」というのが審査員全員の一致した評価であり、本論文は
博士(言語文化学)の学位論文として十分に価値あるものと判断する。
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